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・大山プレカット協業組合
・笠原木材株式会社
・株式会社チクモク

・都城地区プレカット事業共同組合
・有限会社長堂材木店
・有限会社藤井材木店

　環境・プロダクトデザイン研究室の11名で、中野区にある『おもちゃ美術館』を

訪問した。おもちゃ美術館とは、赤ちゃんからお年寄りまでの文化向上を目的と

して1957年に発足した「芸術教育研究所」が、研究の核としておもちゃに取り組

むようになり設立した施設である。世界中のおもちゃ、およそ100ヶ国、20万点

がある。しかし、これらのコレクション展示は、おもちゃ美術館の目的のひとつに

しかすぎない。“おもちゃは実際に遊んでこそ”と語る館長の多田千尋氏。なかで

も一番大切にしている活動は、手作りおもちゃ教室である。おもちゃは買うもの

と思ってる現代の子どもたちに、作って遊ぶおもちゃのおもしろさを伝えている。

他、おもちゃ美術館には、おもちゃを貸し出す「おもちゃライブラリー」や壊れた

おもちゃを治す「おもちゃ病院」もある。貸し出し玩具の対象は親でもあり、店頭

ではなかなか試すことの出来ないおもちゃを、ここでは家に持って帰り、2週間

思う存分遊ぶことが出来る。様々なおもちゃを試行することで、おもちゃの本質

を見抜く力が自然に身についてくるそうだ。

　多田さんは、“おもちゃによるワクワク感は、子どもにも大人にも心に栄養を与

えてくれる。しかし、日本では「おもちゃ」「あそび」という言葉は、「おもちゃっぽ

い」などマイナスイメージの使われ方が未だ多い。もっと図工の授業や学校の教

材でも、おもちゃを取り入れていって欲しい。”と教育現場への期待を語った。

・銘建工業株式会社
・有限会社ラック

遊びの栄養補給を　

NPO法人日本グット・トイ委員会

－芸術教育研究所－

　芸術教育研究所が提唱・参画して1987年に設立し、2003年にNPO法人
となった日本グッド・トイ委員会。おもちゃ選びの参考となるよう、優良
なおもちゃ「グッド・トイ」の選定を行ったり、おもちゃの専門家「おもち
ゃコンサルタント」等の養成講座を設けている。ageless-toyという視点で、
おもちゃの勉強だけでなく、おもちゃと人の関わりを学ぶ。 また社会的
活動として、小児病棟や高齢者施設での遊びの支援活動、おもちゃコンサ
ルタントによる地域の子育てミニサロン作りにも力を入れている。グット・
トイの選考ポイントは、ロングセラーの可能性、平和性、コミュニケーシ
ョンの豊さ、そしておもちゃの５大要素－音・動き・カタチ・色・重さ、大き
さ－である。今年の審査会は、取材の前日に行われ、19点のグット・トイ
が選定された。

↑小学校でのおもちゃミュージアム構想をお話してくれた多田氏。
　現在、新宿の小学校で2日限りのおもちゃミュージアムを計画中。

↑現在、おもちゃコンサルタントがつくった『創作おもちゃ100展』を
開催中。解説して下さったのは、日本グッド・トイ委員会の岡田哲也氏。

左上：おもちゃ美術館1階のショップ。左下：建物内にはおもちゃ情報が沢山。
右側：館内では色々なおもちゃを試せる。中には少し難しいものも。皆本気。

【日本グット・トイ委員会】　http://www13.plala.or.jp/goodtoy/index.htm
【おもちゃ美術館】　http://www.toy-art.co.jp/museum.html
　　　　　　　　　住所：東京都中野区新井2-12-10　TEL：03-3387-5361　

●木活研究  16年度活動報告会

4月28日（木）、同大学美術棟1Fギャラリーにて、

本研究の16年度活動報告会を行いました。ニ

ュースレターをもとに、一年を通した感想や

掲載しきれなかったところをご紹介しました。

なかでも、広島を訪れた際に見て回った西条

の木の道具には、その細部に宿った先人のデ

ザイン力に、参加した学生達から驚きの声が。

ご支援いただいている木材業者の方々と、直

接連携しながら研究できるおもしろさや可能

性に、様々なご意見をいただきました。

●おもちゃ関連団体いろいろ 

上記のおもちゃ美術館の他にも、おもちゃに対する取り組みは様々

あります。以下はその一部です。アクセスしてみて下さい。

社団法人日本玩具協会　http://www.toys.or.jp/

玩具福祉学会　http://www.gangufukushigakkai.org/

(財)日本玩具文化財団〉　http://www.toyculture.org/

(財)日本おもちゃ図書館財団　http://www.toylib.or.jp/

ペアレンツ チョイス財団（米国）    http://www.parents-choice.org/

「子供の遊びと玩具」審議会(ドイツ）

http://www.spielgut.org/  
http://www.spielgut.jp/（日本語あり）


